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１．研究の目的 
 風荷重が長時間作用する荷重であることを考えると，極めて稀に発生する暴風時の安全性の

確保のためには，風荷重に対する最大応答値が許容値を超えていないことを確認するだけでな

く，長時間の繰返しによる損傷の累積に対する安全性の検証も必要である。風荷重に対する最

大応答値の予測と安全性の検証であれば，評価期間中の最大の風荷重のみを対象とすればよい

が，長時間の繰り返しによる損傷の累積的効果を検証する場合には評価時間内または供用期間

内の風荷重による応答値の累積的効果を評価することが求められる。この繰り返し荷重の評価

方法について日本免震構造協会による「免震構造物の耐風設計指針」では，極めて稀に発生す

る暴風に対応する一つの台風を対象とし，敷地での台風による風荷重の発生から終息までの疲

労などの累積値を評価するための資料として，暴風の経時特性の評価方法を紹介するとともに，

風荷重に対する免震部材の損傷評価のための基礎資料を提示している。この種の累積的荷重効

果に関する検討を積み重ねて，累積的荷重効果に対する設計法へと発展していくことが求めら

れているのが現状であり，竹中，近藤ら(2011)，高森ら(2012)，寺崎，植松(2012)等の研究例

があるが，現時点では検討事例が十分とは言えず，風向特性の影響，極めて稀な暴風以外の日

常風の影響，構造特性の影響，等々，累積的荷重効果に対する未解明の項目は多い。 
 以上を鑑み，本研究では，構造物の耐風性について，累積損傷の観点から，次の検討を行う。 
１）過去の気象観測記録に基づく，台風や発達した低気圧など，極めて稀な暴風 1 イベントの

累積損傷度や等価継続時間の評価 
２）台風及び台風以外の中弱風が累積損傷に及ぼす影響の評価，またその等価継続時間として

の評価 
３）構造特性や空気力学特性の異なる種々の構造物に対する累積損傷の評価 
４）風荷重の作用が異なると考えられる構造骨組と外装材等の違いを考慮した累積損傷度の評

価 
 
２．研究の方法 
 3年度の継続研究として以下の項目の実施を計画している。 

平成 25年度：気象台記録を元にした累積的荷重効果の等価継続時間としての評価 

平成 26年度：空力特性，構造特性の違い，構造骨組や外装材等部位の違いによる累積的荷重効

果の評価 

平成 27年度：極めて稀な暴風，中弱風等，風の成因の違いによる累積的荷重効果の評価，累積

的荷重効果に与える影響因子のまとめ 
 
３．研究成果 
 平成 27年度は，公開研究会を平成 28 年 1月 19 日に開催し，風以外の荷重効果に対する繰り
返し荷重効果事例および繰り返し荷重効果には構造物の維持管理方法も重要な要素となると考
え長周期・長時間地震動によるダンパーの疲労損傷度評価法と維持管理方法に関する情報収集
を行った。 
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